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前節で述べた如く，標準全部原価計算方式を採用し，操業度差異を発生し
た期間の期間損益として処理する場合には，その利益函数（目的函数）は販
売水準と生産水準両者の函数として定式化され，その点に特徴が認められた
のであった。ここでは，前節に例示した具体的な数字を使用して，どの様に
L•P計算が行われるかを考察することにしたい。すなわち，前節の公式l"
の目的函数式及び四つの制約条件式を使用して， L•P計算をする。その具
体的なL・P計算は先に述ぺた如<,(1)図表による方法，（2）代数学的方法，
(3)シンプレクス法の三つのいずれかによりなされるが，この論文では，（1）図
表による方法と，（2）シンプレクス法の二つ方法を使用しその具体的な計算例
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を示めすことにする。
A, 図表による解法
前述の公式1”の目的函数式及び制約条件式は， L•P計算がしやすい様に，
通常のL•P計算式の順序に配列杵をし，又不足する制約条件は追加するこ
とにする。すなわち，制約条件として，更に X迄o.y~o. を追加しなけれ
ばならないし，すべての必要な式はつぎの如く害き改めることが出来る。
1.6x~ッ＋ so. 000 (1) 
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Nlax 3x+2y-300, 000 (1. 6) 
まず図表によって，これらの数式を施線で画くために，図表の縦軸を“と
し，横軸をッと仮定する。上の(1)式より画くと， 右上りの傾斜線として示
めされる。この線はこれ以上の＃と yの組合せが最低在庫保有量をおかす
ことを意味する。 (2)式もやはり右上りの傾斜線として画かれる。この線は最
高在庫保有量の限界を表わしている。又(3)式は縦軸に平行線として画かれ．
如何なる販売量のときも変らない最低生産量を表わすことになる。又(4)式は
同じく縦軸に平行線として画かれ，この線は最高生産量を表わしている。し
たがって，これら四つの制約条件式のいずれも満す領域は変形四角形の斜線
内である。
この領域がいわゆる可能解領域であり，その範囲内で目的函数式が最大に
なる点が求められなければならない。参考までに，この場合の損益分岐線を
画くと図表上の点線で表された右下りの傾斜線である。利益線はこの損益分
岐線に平行して，等利益線として画かれるが，•この領域内における最大等利
益線は損益分岐線に平行して，一番遠く離れた点を通る線として画かれる。
しかし，この例では最大利益が得られるのほ(1)式と(4)式の交点のA点である。
いうまでもなく，（．1.6)式の 3x+2y-300,000のうち， ー 300,000の固定
費についてほ，直線として画くときには無視される。このようにして画かれ
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たのが第 1• 1図である。この図表法によると(1)式と(4)式と 3x+2y式の交
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A点エ＝~7. 500 B点 .t:=60,000
y=90, 000 y=60, 000 " 
点A, すなわち， y=90,000, x=87, 500 の位閻が最大利益を得る点である。
図表によれば，一魏的に，最大利益を得る X と yの組合せの位置が判明す
るけれども，図表そのものでは最大利益の金額そのものは算出され得ない。
それが図表法の短所の一つでもある。
したがって，最大利益の金額を求めようとすれば，目的函数式に図表によっ
て得られたX及びのy値を与えて計算することになる。その計算を示めすと，
3 x s1. soo+ 2 x 90, 000-300, ooo= 142, soo 
すなわち，最大純利益は142,500円である。
B, シンプンクス法による解法
数式における変数の個数及び制約条件式の個数が多くなると，図表法で解
くことは難しくなる。したがって，その問題を解くためにシンプレクス法
(Simplex Method) と呼ばれる計算法が使用される。この方法により具体的
に問題を解くために，もう一度前述の制約条件式及び目的函数式を書くこと
にするc
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I. 6x~y + 50, 000 
2. 2ぶ~y+so.oo 
y :;;60, 000 
y云90,000
、じ ~O. y~O 
Max 3x+2y-300, 000 
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(I) 
(2) 
(3) 
(➔) 
(5) 
(1. 6) 
この問題を解くためには，まず最初に不等式(1), (2), (3), (4)にスラック変
数 (slackvariable)を導入して，これを等式に直す必要がある。そのとき上
の不等式は次の等式に匝される。
I. 6x-y+l1 =50, 000 (l') 
2. 2x-y -J.2 =50, 000 (2') 
)' -K =60, 000 (3') 
y +i.4 =90, 0.00 (-1-') 
X之0, y三0，み~O. j=l, 2, 3, ➔ (5') 
Max 3x+2y-300,000.  (1.6') 
しかし，上の(2')及 (3')式のな i3には共の記号がつくので， 人為変
数 (artificialvariable) としてのな }.6を蒋入することが必要である。その
場合の各式は次の如くなる。
1. 6x-y +J.1 =50, 000 (I") 
2. 2x-y -J.2 ＋み =50, 000 (2") 
y -J.3 +i6 =60, 000 (3") 
y +i4 =90, 000 (4") 
x~O. y~O, 勾~O, j=l, 2, 3, 4, 5, 6 (5") 
Max 3x+2y-300,000 (1.6") 
これをシンプレクス・タプロー (SimplexTableau)といわれる計算表を使
用して解くことが出来る。この開題を解くことは，目的函数である（1.6") 
式 3x+2y-300, 000の純利益を与えられた制約条件のもとで，最大化するた
めの最適計画の決定であるが，普通，シンプレクス・タプローでは，ー300,000
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（固定費）は最適計画の決定に彩野のないものとして，貢献差益 (contribution
(1) 
margin)乃至比例利益を算出する計算方法が多く用いられている。したがっ
て，ここでは通常の計算方法と同じ様に，貢献差益を算出するために
-300, 000（固定費）を (1.6’'）式より取り除き
1¥lax 3x+2y......................................................... (l. 6"') 
に改めて計算を初めることにする。
上記の問題をシンプレクス・クプローによって計算する場合，その解き方
(2) 
は二つの方法がある。その一つは補助的な線型計画問題として人為変数 A5’
みを先ず取り除き，引き続いて，もとの問題のシンプレクス解法を初めると
いった計算方法である。他の方法は罰金 (penalty)M を利用する方法であり，
本質的には前の方法と同じであるが，形式上は多少の相違がある。ここでは，
後者の罰金 M を利用するシンプレクス・クプローの形式で上述の問題を具
体的に計算することにする。
罰金 M を使用する方法では，（1.6”'）の目的函数式は
M幻紐＋2y-M(A5+A6)•·····................................. (1. 6"'~) 
に直される。この様に M を含んだ所の拡大された問題式を解くためのシン
ー・• -- ．----
(1) 古瀬教授は利潤函数式の具体例として， C （償却費）を入れた所の (5ふ＋ 10x2
-c)を示されているが，「……C がいくらであろうとも，等利潤線の傾きは同じで
あり，したがって最大利潤点の在り場所には何の影響も及ぽさない。」 と述ぺられ
具体的な計算では Cを省かれている。
古瀬大六著「生産の経済学一経営合理化の生産論」春秋社，昭和39年12月， 60~62
頁
尚，この点について小宮教授は「企業全体として一定の固定費（たとえば本社の経
費・営業費）がある場合には．どのような計画を採用してもこの固定費は必要経喪
となるから，最適計画の決定にはこれを無視してさしつかえない。」 と明確に述ペ
られている。
ロバート ドーフマン著，小宮隆太郎訳「リニアー・プログラミングーその理論と
企業への適用」
日本規格協会，昭和30年12月，小宮教授解説部分 201頁
リニア..ブログラミング
(2) 小山昭雄著「線型計画入門」日本経済新聞社，昭和41年11月， 90~97頁。
以下に述ぺるシンプレクス・クプローの計算及びその解説は小山教授「前掲書」を
特に参照させていただいた。
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プレクス・タプローは先ず第 1 • 1表で作成されることになる。この表は前
第 1 • 1 表
・- -.一|ビ• -2 | ° -• 3 0 -M  -M  
ん 心bas． is S :r i、
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゜.:16 I 60, 000 0 1 0 
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゜゚ZJ-Cj 0 一3 -2 0 
゜゚-110, 000 -2. 2 0 0 
゜゚I I I I l l 
Mを含ま
ない部分
Mの係数
述の (l"), (2"), (3"), (4”)及び (1.6””) の各式における各成分を一つ
の表にまとめたものである。この表の第一行目は (1,6”‘') 式をもとにし，
スラック変数 A1,入がん， i4は 0とし，人為変数ん及び kii -M  （罰
金）であらわされている。下から一行目及び二行目の内容について小山教援
によれば，「クプローの最下段は，目的函数の値とシンプレクス基準のかかれ
た欄を 2段にわけて，上の段には M を含まない部分をかき，下の段には M
の係数をかくことにします。そして，人工変数が基底のたかに残っている間
(3) 
ほ，下の M の段の係数を判定基準として使います。」 と解説されている。
上述の具体的な例の計算について見ると，下から一行目のー110,000,-・2. 2, 
0, 0, 1, l, 0, 0, 0,は C;欄のーM の記号のついた第四行目，第五行目を
合計したものを人為変数のみからなるもう一つ別の目的函数ーM (A5+l6) 
から差引いたものである。下から二行目は M を含まない部分であり，当初
の目的函数 (1.6”')を0から差引いた形で示されることになる。この様に見
ると，最初の基底変数はな及び）でであり，このときの目的函数の値ほ
-.110, OOOM, であり，又シンプレクス基準は一2.2M-3, -2, 0, M,..M; 
0, 0, 0 ということになる。
(3) 小山昭雄著「前掲書」 99頁
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そこで，人為変数が基底変数として残っているから， シンプレクス1彬部と
して最下段をとり．その中の負の数の絶対値の最人のものであるー2.2を送
び，ついでこの列即ち． X 欄の各数字 I.6, 2. 2, o. 0のおのおので，左の
S欄のそれぞれに対応する数字50,000, 50,000, 60,000, 90,000を割ると，
50,000 50,000 60,000 90,000 
の数字が得られる。そ'-で●これ---_1:6—-.— 2. 2'  
゜ ゜50,000 ら数字のうち最小値は ーであるから，対応する A5が・）);底から出るこ2. 2 
とになり， ヒ゜ボット・エレメント (pivotelement)は2.2となる。それをもと
にして新しいタプロー即ち第 l • 2表が作成されることになる。
第 1 • 2 表
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まず上から四行目を書くことになるが，基底変数 A.5 をX と入れかえ， cj
の列においてもーM を 3に入れかえる。そして第 1• 1表の第四行目のす
ペてのもとの数字をヒ゜ポット・エレメント 2.2で割ったものを新しい第1• 2 
表の第四行目即ち x行r 50, 000. 1,.. 1 -• --- -- l ----2. 2'., 2. 2' 0,-— 2. 2' 0, 0, *, 0, 
と甚き込む。ついで，第三行目の新しい A.1 の行はいま計算した X 行の数字
に，第 1 • 1表のヒ゜ボット・エレメント 2.2の真上の 1.6をかけた数字即ち，
50, 000 X 1. 6.,. 1. 6,.. 1. 6 
2.2 '1. 6, —-—--2. 2' 0, ----2. 2' 0, 0, *• 0, をもとの第 1• 1表
の第 3行目の数字即ち， 50,000, 1. 6, -1, 1, 0, 0, 0, 0, 0, から差引け
ば，その結果の数字は， 6 
50, 000 X 0. 6,... 0. 6,  1. 6 
2.2 0 -— l --2. 2'., 2. 2' 0, 0, *・ 
0となり，これらが新しい第 1 • 2表 3行目の ),1 の行に記入される。同様
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にして， 新しい第五行目の i6行は第 I • I表のヒ゜ボット・エレメントの直
下位の数字が 0であるために，第 I• 2表の第四行目の X行の各数字に 0を
かけ，第 I• 1表の第五行目の数字から差引けば，その結果は，
60, 000, 0, 1, 0, 0, -1, o. *・ 0 
となり，これらが第 I• 2表に記入されている。更に第六行目の i4の行も，
同様の計算過程を経て，次の数字が記入される。
90,000, 0, 1, 0, 0, 0, I, *• 0 
ついで，第七行目の M を含まない部分ほ，第 I• 2表第四行目の X行の数
字即ち，
50,000. I 
2.2 
, 1, 0, 一ー2. 2'-, 2. 2' 0, 0, *• 0 
に第 1. l表のー3をかけて計卵された数字即ち，
150, 000,  3,... 3 
- 2.2'-3，万2, 0，-2互-, 0,0, ＊， 0 
をもとの第 l• l表の第七行目の数字から差引けば，その結果は次ぎの如
くである。
150,000 
゜
7.4 
0, 
3 
-— 2. 2’'2.  2'2.  2' 0, 0, *・ 0 
尚，最下位の M の係数の行は，同じく，第 1• 2表第四行目の X行の数字
に一2.2をかけて算出された数字即ち
-50,000, -2. 2, l, 0, 1, 0, 0, *• 0 
を，第 1• 1表のもとの最下位の数字即ち
ー 110,000, -2. 2, O, 0, 1, l, 0, 0, 0 
から差引けば次の数字が得られる。
-60, 000, 0, -1, 0, 0, l, 0, *• 0 
これを第 l• 2表に記入すると，第 2回目のタプローである第 1 • 2表が完
成したことになる。
更に，第 l• 2表を点検すると，最下位の M の係数の部分に，負の数が
残っているので，その最大のもの一 1を選び，ついで一Mのんを取り除くた
めにの， y列で i6の行に対応する 1の数字をヒ゜ボット・エレメントにする。
これを手がかりとして新しい第 l• 3表が作られることになる。第 1 • 3表
はまず上から五行目より着手され，基底変数 A6を y と入れかえ，らの列
76 (190) 原価計算方式とL・Pの関係(2)（末政）
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でも -Mが 2に入れかえられる。ついで，もとの第 1• 2表第五行目のす
べての数字をヒ゜ボット・エレメントの 1で割り，その数字を新しい第 1 • 3 
表の第五行目に記入することになる。この場合ヒ゜ボット・エレメントが 1で
あるために，第五行目は結果的に第 1 • 2表と第 1 • 3表が同じである。つ
いで上から三行目の新しい il1の行はいま計算されたツの行の数字に， 第
0.6 
1 • 2表のヒ゜ボット・エレメントの上の一ア万をかけた数字即ち
60, 000 X 0. 6 ~ 0. 6 ~ ~ 0. 6 
2. 2 , 0, ―--0, 0, — 0, *• * 2. 2'2.  2' 
を，もとの第 1 • 2表第三行目の数字即ち
50, OOOxO. 6 
, 0, 
0. 6.  1. 6 
2. 2 ―玄ア， 1，2万―,0, 0, *・ 0 
から差引けば，その結果ほ
110, 000 X 0. 6 " ",  1. 6.  0. 6 
2.2 、
:..-:_, 0, 0, 1, ――- ---
2. 2'2. 2' 0, ＊, * 
となり，それが新しい三行目に書き入れられる。同様にして，新しい第四行
目の Xの行は第 1• 3表第五行目のyの行の数字に，第 1• 2表のピ ボット
・エレメント直上の一→ァをかけて得られた数字を，もとの第 1 • 2表第四
行目の数字から差引いた結果が次の通りである。
110, 000 1 ¥ l 
2. 2,1, 0, 0, ―戸’―豆， 0，＊，＊
それが新しい四行目に記入される。更に，新しい第六行目の記入数字は，第
1 • 2表のビボット・エレメント直下の 1の数字をかけて得られたものを，
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第 1 • 2表の第六行目の数字から差りlいた結果が次の如くである。
30,000, 0, 0, 0, 0, l, l, *• * 
77 (191) 
これが第 1• 3表第六行目に記入される。つぎに新しい七行目は，同様にし
7.4 
て，第 1 • 2表の一一ーを第 1 • 3表第五行目の y の行にかけたものを，, 2.2 
第 1 • 2表の七行目から差引いた数字であり，第 1 • 3表第七行目の M を
含まない部分につぎの数字が記入されることになる。
594, 000 3 7. 4 
i.-j=-, 0, 0, 0, ―玄2' ―了す， 0，＊, ＊ 
最後に，最下位の M の係数の行は，同様の計算方法により，第 1 • 2表の
-1を第 1• 3表の第五行目のツの行にかけて得た数字を，第 1 • 2表の
最下位の行の数字から差引いた結果は，
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, *• * 
となり，全部 0の数字となって人為変数はすべて基底から消え去り，シンプ
レクス基準の最下段は不要となった。
人為変数が基底から姿を消したので，もとの目的函数の問題に直接はいる
ことになり，第 1• 4表の計算が初まる。まず第 1• 3表をもう一度点検し
7.4 
て見ると，負の数字が最大である一玄万の列の中で， l4 の行に対応する 1
の数字をヒ°ボット・エレメントに選ぶ。そこで，第 1 • 4表第六行目におい
第 l・ 4 表
_l ——,-------—i 
゜I 
合
と
2. 2 
! 0 
入゚
て，基底変数 A4をんと入れかえる。但し， Ci欄は結果的に同じ 0の数字
である。
この新しい六行目は前述の第 1• 2表，第 1 • 3表と同様の計算手続によ
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り，数字が算出され記入されることになる。その数字は
30,000, 0, 0, 0, 0, 1, 1 
である。同様の計算手続により，第 1• 4表の新しい第三行目より順次，第
四行目，第五行目，第七行目への計算を行い，記入されたものが，第 1• 4 
表の数字である。
更に，第 1鼻• 4表が完成された後，最下段の第七行目を見ると，負の数字
が J.2の列に残っているので， 尚計算を続けなければならないことがわかる。
そこで，その負数即ち—-2〗i の列の中で， J.1 の行に対応する主tの数字を
ピポット・エレメントに選び，第 1• 5表第三行目の数字の算出が初められ
第 1• 5表
□□□ 
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basis 
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゜
i3 
I ZJ-Cj I 
ることになる。この第 1 • 5表し第 1 • 2表，第 1 • 3表，第 1 • 4表と
同じ計算手続により，第四行目，第五行目，第六行目，第七行目へと順次計
算がなされ，その結果が記入されたものである。第 1• 5表が完成された後，
最下段の第七行目を見ると，シンプレクス基準は 0または正（非負）になっ
ており，もはや解ほ改良出来ないから計算が完了したことになる。
その結果， 第 1• 5表で示された数字即ち， X=87,QQQ, y=90,QQQ, Zj 
-C1=442, 500が最適解ということになる。換言すれば，販売量＝87,500,
生産量＝90,000,貢献差益＝442,500である。
これは目的函数 3x+2yを各種の制約条件のもとで最大化したところの最
適決定である。
上の貢献差益442,500円の算出は 3x+2y を最大化した結果であったが，
原価計算）i式とL・Pの凋係12)（末政） 79 (193) 
勿論，当初より純利益を最大化するために， 3x+2y-300,000の目的函数式を
使ってシンプレクス・タプローを作成することも容易である。その計算手続
を簡易化するために，前述の制約条件を再検討すると，最大純利益を求める
ためには，最低生産鼠並びに最高在庫保有蘇についての制約条件を省略して
も差し支えない様に思われる。したがって，この最低生産蓋に関する制約式
y~60,000, 及び最高在庫保有黛に関する制約式 2. 2x~y+SO, 000をシンプ
レクス・タプローから取り除くと，人為変数は必要でなくなり，計算も梱易
化される。その結果，制約条件は最高生産且及び最低在庫保有盤に関するも
のに限定されることになる。この場合のシンプレクス表を作成するために，
次の式が使用される。
Max 3x+2y-300, 000 
I. 6x -y + i1 = 50, 000 
y +i2=90, 000 
このシンプレク・スクプローの作成は第 I• 6表より初められ，前述のシ
ンプレクス・タプローの計算手続と同様に順次計算を繰り返えせばよい。い
第 1• 6 表
-3-」―--2
第 1 • 7 表
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原価計算方式とL・Pの関係(2)（末政）
第 1• 8 表
300,000 3 I 2 I 
s 
87,500 
90,000 
142,500 
うまでもなく，人為変数が使用されていないので M （罰金）を追出す計算手
続がなく，作表回数も少くて済む。したがって，第 1• 7表及び第 1• 8表
の作成によって，最終的に ZJーりに負の数字がなくなり，計算は完了したこ
とになる。その結果第 1• 8表を見ると，第 1• 5表と同じ様に，か＝87,500, 
ッ＝90,000となっている。しかし，第 1• 8表では 3x+2y-300,000の目
的函数式により純利益の最大化を図っているので， Zj-Cjの Sは142,500即
ち純利益は142,500円となっている。勿論，これは第 1• 5表の貢献差益
442,500円より固定費300,000円を一括して差引いたものと同じであることは
いうまでもない。ただ，シンプレクス・クプローの計算手続過程の中にそれ
が織り込まれて計算されるか，シンプレクス・クプローの完成後に一括して
差引かれるかの違いということになる。したがって，シンプレクス＇・クプロ
ーは貢献差益のみでなく，又場合によっては純利益も算出出来るということ
が理解される。
この様に見ると，全部原価計算方式のもとで標準原価計算を採用し，操業
度差異を期間損益として処理する場合には， リニアー・プログラ ミングの計
算手続により，純利益は 142,500円として算出された。これは目的函数式の
紐＋2y-300,000よりなるものであり，又この目的函数式は，標準生産量を
100.000ケとして操業度差異が算出されていることは注意しなければならな
ぃ。標準生産量の数量を変更すれば，目的函数式も変化し，操業度差異も変
化するので，同じ制約条件のもとでも純利益の金額も変化することはいうま
でもない。
尚， ~•P計算により算出されだ純利益 142,500 円ほ損益分岐点算出公式
原価計＃力式と L・Pの関係(21（末政） 81 (19S) 
より母ぴかれた公式により邸出された純利益と同じである。即ち，公式 P=x
200,000 y (4) 
y* 
(5 -~) -300, 000 + 200, 000 において， y*（椋準生産:Ii:)=100, 000, 
” 3,（予定実際生産祉）＝90,000, X（販売批）＝87,500とすれば， P（純利益）の
計卯は次の如くなる。
P =87, sooo(sー翌竺!-300,000+200,00090,000 
100,ooo）ーi⑮ 060―
=262, soo-300, ooo+ 1so, ooo 
= 142,500 
しかし，担益分岐点公式より報びかれた公式では， y*, y, X の三者を与え
ないと， P （純利益）は鉗出出来ない。この点シンプレクス法によれば，一定
の制約条件のもとで，ッ＊の数字が与えられれば， x（販売祉）， y（予定実際生
産祉）及び純利益の数字が同時に決定される。又この様な長所が見られるこ
とは注意しなければならない。更に一歩進めて x, y, y＊及び純利益の同時
決定の問題が考えられるが，目的函数が線型ではなくなり，通常のL•Pで
(5) 
は解が求められず，ノンリニアー・プログラミングの問題になる。したがっ
て，本稿は通常の L•Pに限定しているので，ッ＊（標準生産址）は与えられ
(4) 拙稿， ：：：：英文論文(2)：： 33頁
(5) ッ＊を目的函数式に芍入すればノン・リニアーになり， 次の目的函数式になる
と思われる。
M心紐＋200,0007-300, 000 となる。
尚制約条件において， ッ＊の位的範囲を限定する必要がある。ッ＊は期待操業度水
準から実現可能操業度水準の範囲に限定するとすれば，
ッ＊~60,000 及びッ＊~100,000 を制約条件とする必要がある。 （拙稿刃英文論文
(I)：：：：参照）
この様に考えると，次の目的函数及び制約条件を満足する最適決定が必要になると
思われる。
ッM仰 3x+200,000―-300,000y* 
1. 6“三ッ＋50,000
2. 2x~y + 50, 000 
ッ~ 60,000 
ッ~ 90,000 
ッ＊~ 60,000 
ッ＊~100,000
82 (196) 原価計尊方式とL・Pの関係(2)（末政）
たものとして，最大純利益を求めねばならない。
そこで，今までは y*（標準生産抵）を予め 100,000と仮定して L・P計鉢
を行った場合の例示を中心にして解説してきたが，それ以外のッ＊の数址を
選択したならばどうなるかを考察する。もし9(A)期待操業度水準Bを採用し
たならば y*= 70, 000, (B)期待操業度水郡Aを採用したならば y*=BO,000, 
[C)正常乃至平均操業度水準を採用したならば y*=90,000と仮定される。こ
の三つ場合には，それぞれ利益函数が相違してくる。
(A) y*=70,000のときの利益函数
5x-
200, 000... 200, 000 
“+ y 70, 000 70, 000 
-300,000 
2. 14x+2. 86y-300, 000 
(B） y*＝80,000のときの利益函数
5“― 
200,000 200,000 
“+ 80,000 80,000ツ
-300,000 
2. Sx+2. 5ッ・-300,000
[C) y*=90, 000のときの利益函数
200, 000 -・. 200, 000 
5 x-“+  90,•000 90, 000 y -300, 000 
2. 78x+ 2. 22y -300, 000 
これらの三つの利益函数による各線分を第 1 • 1図の上に追加して画けば，
次の第 1 • 2図が得られる。勿論，この作図にあたり利益函数式の固定喪
300,000は無視して画かれる。第 1• 2図によれば，各利益函数式により画
かれた線分は，それぞれ名ヽの係数の相違により，全部異った傾斜線とし
て画かれている。又各線分が X=87,500, y=90, 000のA点を通過している
が，その点で求められる利益の大きさも，各利益函数によって相違すること
は注意しなければならない。
ここでは9(A), （B), (C)の三つのケースについて，それぞれシンプレクス・
クプローを作成することは省略するが，各ケースの求められた最大純利益は
つぎの如くである。尚各ケースとも，ズ＝87,500,y=90, 000である。
(A)の場合の最大純利益
2. 14 X 87, 500+2. 86 X 90, 000-300, 000= 144,650 
(B）の場合の最大純利益
原価計算方式とL•Pの関係(2) （末政）
第 I • 2 図
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2. 5 X 87, 500+2. 5 X 90, 000-300, 000= 143, 750 
(C)の場合の最大純利益
2. 78 X 87, 500+2. 22 X 90, 000-300, 000= 143,050 
したがって，ッ＊＝100,000と仮定して計算された場合の最大純利益142,500
円とは相違している。又 y＊の許された範囲内で小さければ小さい程，最大
純利益は大きくなってくる。この点 Y*の決定が重要であることを注目しな
ければならないと思う。
六操業度差異を繰延項目•とする標準全部
原価計算方式と L・P計算
第四節で述べた如く，この原価計算方式による場合，その利益函数は，当初
公式 2’の5←200,000ユニー 100,000であった。しかし，通常の L•P モデルにッ＊
直すために，ッ＊（標準生産量）＝ 100,000 と仮定して，公式 2” の 3え— 100,000
84 (198) 原価計箕方式とL・Pの関係（2)（末政）
に改められたのであった。
この目的函数式3xー 100,000を前述と同じ制約条件のもとで，最大化する
ための最適決定は各方法によって解くことが出来るが，ここでは図表による
方法及びシンプレクス法によって解くことにする。
A. 図表による解法
制約条件式及び目的函数式を再び密くと，
1. 6咋匂＋50,000
2. 2x；y+S。心00
ッ；；；60,000
.Y~90,000 
ガ ~O, y~O 
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Max 3x-100, 000 (2. 6) 
これらの数式により作図すると，第 2 • 1図の如くなる。制約条件式は前
第 2 • 1 図
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節と同じであるから，前節の第 1• 1図と同じ実現可能解領域が得られる。
しかし，目的函数（利益函数）式は前節と相違し， 3かー100,000であるから，
原価計江方式と L・Pの関係(2)（末政） 85 (199) 
その 3xの直線化は第 I・ 1図と相違することほ云うまでもない。すなわち，
前節では，目的函数式 3x+2y-300, 000より，固定夜300,000を取除いたと
ころの 3x+2yの式により作図されたので，右下りの傾斜線として画かれた
のであった。しかし，この場合，目的函数式は 3x-100,000であり，ツに無
関係で， X の函数としてのみ両かれることになるので，横軸上に平行線とし
て作図される。勿論，最適解は y=90,000, x=87, 500の点と，それを通過
する目的函数式によるn't線の交点Aである。したがって，この楊合の最大純
利益は第 2• 1図によって明らかにされた X=87,500をもととして，利益函
数式より， 87,500X 3-100, 000= 162, 500と卯出されることになる。
B. シンプレクス法による解法
つぎに，この目的函数式を前述の制約条件のもとで，最大化するためにシ
ンプレクス法によって解くことにする。シンプレクス法によれば，純利益も
同時に箕出されることは云うまでもない。ここでは貢献差益を最大化しない
で，直接当初より純利益を最大化するシンプレクス・クプローを作成するこ
とにする。
シンプレクス・タプローを作成する前に，もう一度目的函数式及び制約条
件を次に害<,
I. 6x-y+.i., =50,000 (1") 
2. 2x-y -i2 +A5 =50, 000 (2") 
y -J.3 +i6 =60,000 (3") 
y +A4 =90, 000 (4") 
”~o. y~o. ;.j~o. j = 1, 2, 3, 4, s, 6 (5") 
Max 3x -100, 000 (2.6") 
具体的にシンプレクス・タプローによって解く場合，罰金 M を利用する
方法により計算するとすれば，（2.6”)の目的函数式は
Max 3x-100, 000-M(A.5凸） （2. 611) 
に直される。この様に M を含んだ所の拡大された問題式を解くために，
シンプレクス・クプローはまず第 2 •. 1表より作成されることになる。計算
手続については，前節と同様であるので，その説明は省略する。第 2 • 1表
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が完成すると，順次第 2 • 2表，第 2 • 3表，第 2 • 4表，第 2 • 5表へと
作表してゆく，第 2• 5表においてシンプレクス基準に負数がなくなるので，
計算は完了したことになる。
完成された第 2 • 5表を見ると，次の数字が前節の第 l• 5表と同じであ
ること判明する。即ち
basis i.2=52, 500 (S) 
I X=87,500 (11) 
I y = 90, 000 (//) 
1 Aa = 30, 000 (11) 
第 2 • 1 表
: j --
1.6 
2. 2 
゜日―l―—l―-1-＇—―←--•一1-3 I o ! o i o i o i o i o I o I~を含ま
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-2. 21 0 I O I 1 ! 1 I O I O I O I Mの係数
L—- -'- ＇ —-- ＿1 -冒- - •-.. ----•- - • -＇-•一•- 1 ・ ••一・1 _o. I 
第 2 • 2 表
゜s I X ツ
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6畑 oI o 1 
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-70．2,. 02 00 -→ 0 
ー3・
_ 2.2 
I -60,000 o -1 
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それは求められた、:r,y は第 l• 5表と同じ数字即ち， X＝87.500. J' 
=90, 000である。しかし，釘欄の．＼’及び yの函数が相迩しているので，求
められた利益は当然相迩することは云うまでもない。即ち，第 2• 5表で得
られた最大利益は162,5000円であるが，第 1• 5表で得られた利益は442,500
円より 300;000円を差引いた142,500円であった。これは勿論利益函数式の相
違によるものである。第 2• 5表で得られた利益 162,500が正しいかどうか
(1) 
を損益分岐点公式より追き出された公式によって確めると，その公式は
I,. 200,000 
P=x 5— ¥ y* ）ー100,000
であり， y*=l00,000と仮定し， x=87,500を与えれば，純利益の計卯はつ
ぎの如くである。
P=87, 500 5-
200,000 
¥ l00, ooo)-l00, 000 
P=87, 500 x 3-100,000 
= 162,500 
したがって，純利益は 162,500円であることが正しいと認められる。いう
までもなく，シンプレクス法ではこの Xの値及びその最大利益が同時に邸出
される所に長所が見られる。
尚，この様に，制約条件式が変化しないで，目的函数式のみが変化する場
合，いちいち，初めからシンプレクス・タプローを作成し直すことは手数を
かけるだけで，実質的な意味がない。この様な楊合，一定範囲の目的函数の
変化はシンプレクス・タプローを作成し直す必要はない。この一定範囲の確
(2) 
定が主要な問題である。この一定範囲の決定計算は河部氏の著書に従い，具
体的な計算は前述の例示によって示すことにする。
河部氏によれば「比例利益の変動限界は，計画マトリクスにおけるWの値
と関連がある。すなわち，計画マトリクスのWの値を，その列の計画マトリ
クスの値で除して得た商のうち，各行ごとに絶対値のもっとも小さいものを
(3) 
プラスおよびマイナスの負号を有するものからそれぞれ選ぶ。」 と述べられ
(l) 拙稿勺英文論文(2)ヽ 35頁
(2) 河部守弘著「リニアー・プログラミングによる経営計画」産業図害株式会社，
昭和31年 8月， 81~83頁
(3) 河部守弘著「前掲書」 82~83頁
原価計箕方式と L・Pの関係（2)（末政） 89 (203) 
ている。拙例に当てはめて見ると，計節の完了した最後のシンプレクス・ク
プロー即ち第 1• 5表における 119 i2• ん， i4 の各列の最下位の町一Cj 欄
が河部氏の計画マトリクスのWの値と云うことになる。従って第 1• 5表よ
り，貢献差益の許容変動計算表が導びかれる。この表において，例へぱ， i2
貢献差益の許容変勁計芽表
Cj basis s w+.;!3 
゜
).2 52,500 
゜3 
“ 
87,500 
゜2 ツ 90,000 
゜
゜
1s 30,000 0 0 
゜町(一w)CJ 442,500 3 [ 
の行の絶対値のもっとも小さいものは，プラスではt廿あり，マイナスは存
在しないし，又“の行ではプラスの絶対値の最少のものは 3であり，マイナ
スは存在しない。これらのものを許容変動として，つぎの貢献差益の変動限
貢献差益の変勁限界表
2. 2 
O I -3 
゜
6.2 
1. 6 
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界表で示めせば，具体的な貢献差益変動の許容上限及び下限が得られる。例
えば，ツ（予定実際生産擾）の係数は当初 2であったが， 変動許容上限の制
限はなく，変動許容下限は一て怜である。又この表によれば，“(販売量）の
係数については変動制限がない。このことはツの係数が
3 
ー百以下になら
なければ， X 及びツの係数が如何に変化しても， シンプレクス・クプロー
で計算されたそれらの制限量， すなわちッ＝90,000及び x=87,SOOは変動
しない。したがって，シンプレクス・クプローを計算し直さないで， y及び
90 (204) 原価計算方式と L・Pの関係2¥（末政）
ズの変化した係数に， y及び X の制限数債を屎ずれば，制約条件のもとで
の最大利益が求められることになる。
尚これと同様に，制約条件の変化についても，一定範囲内ではシンプレク
(4) 
ス・タプローを作成し直す必要はない。ただし，ここではこの問題の．具体的
な例示は取りあげないことにしたいと思う v
七 実際全部原価計算方式と L・P計算
全部原価計雰方式のもとで，実際原価計邪を採用すると，固定製造間接費
は各操業度（生産量）のもとにおいても，全額製品原価に配賦され，その製
品原価の売上に対応する部分が売上原価として，その期の収益から差引かれ
ることになる。前述の具体例を再述すると，第四節で記述した利益函数の公
式3'はつぎの如くである。
200,000 
P=S”― x-100,000 y 
この利益函数式と制約条件式により， L•P計邸を考えなければならない。
A. 図表による解法
上の公式 31の利益函数（目的函数）式をそのまま使用し， それを図表に
画けば曲線として示めされる。すなわち，これは第 3 • 1図の中の曲線とし
て示されている。しかし，ここで取りあげている通常のL•Pにおいては，
利益函数は直線として画けるものでなければならない。したがって，上の公
式を利益函数として，そのまま数式として使用すればそれは，非線型となり，
通常の線型モデルにのせることは出来ない。そこで，通常のL•P方式でこ
の問題を解くとすれば，この利益函数による一曲線（第3• 1図の如き）を幾
(1) 
つかの直線からなる折れ線で近似値してみる必要がある。すなわち，これは
一つの非線型の目的函数式を多数の線型の目的函数式に書き改めることが必
要である。この様にして，初めて L•P として問題を解くことが出来る。
この様な考え方から，実際原価計算の場合における具体例，特に利益函数
を分析しようと思う。まず， 5x―竺判叩~x-100, 000の公式より，固定費の
(4) 河部守弘著「前掲書」 83~84頁
(1) 古瀬大六著「前掲書」 164頁
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100,000を取除き，貢献差益を表す単純な型のSx
200,000 
y X に祖きなおす
ことにする。
つぎに， Sx-
200,000 ・ 
y X の曲線を多数の線分に分解し，その線分の一つ一
つに対応する各々の一次方程式をたて，それらを一つの一次方程式にまとめ
なければならない。理論的には，各線分を小さくすれば，する程曲線に近づ
(2) 
き，得られる解も曲線の場合の正しい値に近づく筈である。しかし，実務的
には，これら線分を細分化すれば，する程手数がかかるので，極微な線分は
不可能であり，或る程度の正確な値が得られる所で涸足しなければならない。
200,000 具体的な拙例において， 5x- X の曲線を多数の直線に線分化するッ
ためにはどの様に考えるぺきであろうか。その一つの方向は，標準原価計算
方式のもとで，操業度差異を期間損益とする考え方を導入することである。
すなわち，前に述ぺた如く，その利益函数式Sx-
200,000 
ッ＊ 叶 200,000名←ッ
(2) 河部守弘著「前掲書」 88頁
92 (206) ． 原価計葬方式と L・Pの関係(2)（末政）
200,000— 100,000のうち貢献差益に関するSx-
200,000 
y* 
x+200,000~ーの公
y 
式の考え方を利用すべきである。この公式の考え方を利用するとしても，実
際原価計算では， y*は使用されないでザが使用される。炉は見秘配賦基
準となる生産誠であり，様準生産量を意味しない。したがって，5．r- ．じ
200,000 
y△ 
200,000 
炉
+ y の公式を各線分化された所に使用することになる。又これら
．線分は y△の使用する大きさによって表わすことが出来るのである。例えば，
(1) ツが60,001から 70,000のとき，ッ"= 70,0~0とする，
(2) yが70,001から 80,000のとき，炉＝ 80,000とする，
(3) ツが80.001から 90,000のとき，炉＝ 90,000とする，
(4) yが90,001から100,000のとき， y△＝100,000とする，
上記(1),(2), (3), (4)の線分の場合の具体的な線型の数式化は次の通りであ
る。
ヂ＝70,000のとき，
Sx-
200, 000... 200, 000 
“+ 70,000 70,000y =Sx-2. 86x+2. 86ッ
=2. 14x+2. 86y••··················· (3. 1) 
ヂ＝80,000のとき，
Sx-
200, 000 _. 200, 000 
80,000 80,000 
x+~y=Sx-2. 5x+2. Sy 
=2. 5x+2. 5ッ・．．．．．．．．．．．・(3.2)
ヂ＝90,000のとき
5ガ ー
200,000... 200,000 
“+ 90, 000 90, 000 y =Sxー2.22x+2. 22ッ
=2. 78叶 2.22y••····............... (3. 3) 
ヂ＝100,000のとき
Sx-
200, 000... 200, 000 
100, 000 •• I 100,000 “+ y=5x-2“+2ッ
=3x+2ッ・．．．．．．．．．．．．．．・ (3.4)
これらの各線分の公式のうち作図上 l3.1)式を省き，（3.2), (3. 3), (3. 4) 
式を一つの連続したものにまとめれば，一つの折れ線として画くことが出来
る。それが第 3 • 2図の最大利益をあらわすための利益函数の折れ線である。
•第 3 • 2図を見ると，制約条件式より画かれた直線の交点A, すなわち，
x=87, 500, y=90, 000の点と交差する線分の利益函数式は，（3.3)式の2.78x
原価計葬方式とL・Pの関係（2)（末政）
第 3・ 2図
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+2. 2:,である。 したがって， この場合の最大純利益は上の (3.3)式より
固定費 300,000を差引くことによって得られることになるが，いうまでもな
く，図表上では，そのまま利益金額は算出されない。そこで， I最大純利益の
計笏はつぎの如くである。
(2. 78 X 87, 500) +(2. 22 X 90, 000)-300, 000= 143,050. 
すなわち純利益は143,050円ということになる。
B. シンプレクス法による解法
シンプレクス法によって，具体的なL•P計算をするためには，図表分析の
200,000 
場合と同様に，利益函数式 Sx--=-=-=-;;;==-x-100,000をそのまま使用するこy 
とは困難である。したがって，通常のL•P モデルに合致する様な利益函数
式を組立てなければならない。上の図表分析の場合と同じ様な工夫が取り入
れなければならないし，その様な態度が問題となる。
或る任意のツ（生産量）及び名（販売量）の如何なる数盪のときでも，利
94 (208) 原価計＃方式とL・Pの関係12)（末政）
益を算出するための一つの方程式はつぎの様に考えることが出来ると思われ
る。
ッ1 の数量は60,001から 70,000までの間の10,000以内，
ッ2 の数量は70,001から 80,000までの間の10,000以内，
，3 の数最は80,001から 90,000までの間の10,000以内，
，4の数量は90,001から100,000までの間の10,000以内，
更に生産嚢が販売黛と同じであるか，又は生産飛と販売紐が相違しても，
その場合の原価構成が同じであると仮定すれば，
X1 の数盤は60,001から 70,000までの間の10,000以内・'
Xz の数量は70,001から 80,000までの間の10,000以内，
X3 の数呈は80,001から 90,000までの間の10,000以内，
ガ4 の数量は90,001から100,000までの間の10,000以内，
と考えることが出来る。
そのように考えると，ある区間の利益函数式はつぎの如くなる。
2. 14¾1 +2. 86ッ1+2.Sx2+2. 5ッ2+2.78x3+2. 22ッ3+3れ＋2ッ4…(3.5)
したがって，前に述ぺた制約条件式のもとで．この利益函数を基礎として
計算されれば，最適決定としての最大利益が得られると思う。
しかし，このままでは，変数が多く，手計算でシンプレクス・クプローを
作成することは手数がかかるので，出来るだけ簡略化した方式で計算するこ
とにする。そのための折れ線としての利益函数式の特徴を残す範囲において．
(3.5)の利益函数式は簡略化し，そのうちの二つだけの線分を合せたつぎの
利益函数式に書き改めることとする。すなわち，前に述ぺた制約条件式の一
つとして，ッ~90,000 があったので， 上記の (3.4)の線分公式は使用出来
ない。又，前節までの計算例でも？ y が 70,000以下にならなかったので，
(3. 1)の線分公式は使用しないことにする。 したがって， 結局 (3.2)及び
(3.3)の二つの線分公式をもとにして，つぎの利益函数式を作ることが出来
る。
2.Sx1+2.5ッ1+2. 78x2+2. 22y2............................... ;.. (3. 6) 
この (3.6) 式を使用して具体的にL•P問題を解くことも出来ると思われ
原価，i・n.）i式と L・Pの関係1.2)（末政） 95 (209) 
るが，この式の構想を生し， Charnes.Cooper & Hendersonによるこの種の
(3) 
問題の解き方にならって， シンプレクス・クプローを作成することにする。
この Charnes,Cooper & Henderson 方式については，その原著よりも，
河部氏がその原著を十分咀哨し， t皮自身の考えで補足しながらわかりやすく
解説されているので，河部氏の冴占を参照させていただくことにする。
「その方法は，製品 A の全体の製造販必址をそのまま Aで表わす。そして，
第 5図に示すように補助的な記号 K1, 約を用い，境界点をこえる A の製
造批を氏であらわし，境界点に不足する A の製造批を氏で表わすので
ある。·…••… ···Ki ~ま境界点より低い場合の A の製造祉をそのまま示すもの
ではなく， 境界点に達するには A の製造且がどれだけ不足しているかを示
すものである。したがつて Kl'K2vま，そのいずれかが零であるか，または
両方とも零である。 A が境界点をこえて製造販売される場合は Klが零であ
り，境界点に満たない場合は約が零である。 Aの製造販売批が境界点と同
(4) 
じである場合は kぃ約とも零である。」
この様な補助的な記号 K1.K2を用いて，上の利益函数を杏き直すとすれ
ば，どの様になるか。拙例においては， X と yの変数についてそれぞれ埃
界点を分ける補助的な記号を使用しなければならないことになる。すなわち，
X について氏及び約を， yについて氏及で氏を使用しなければ
ならない。又， X については氏を 0の係数で表わすが，ツについては反対
に， K4を0の係数で表わさければならない。
又約の係数は 2.78x2ー2.Sx1 =0. 28であり，氏の係数は 2.Sylー2.22ツ2
=0. 28である。したがて，その利益函数式はつぎの如くである。
2. Sx+2. 5y+OK1+0. 28K叶 0.28K3-0K4-300,0QO. …… ••(3. 7) 
貢献差益だけの部分に限定すれば，
2. Sx+2. 5y+Olf1+0. 28I<叶 0.28K3 -OK4.. …• • ••……..…•(3.8) 
(3) A. Charnes, W. W. Cooper & A. Henderson, An Introduction to Linear 
Programming (New York: John Wiley & Sons Inc., 1953) 
同原書，小宮隆太郎・福地崇生訳， 48~49頁
(4) 河部守弘著「前掲害」 90~91頁
96 (210) 原価計算方式とL・Pの関係(21（末政）
(5) 
この場合の制約条件式はつぎの二つが追加されなければならない。すなわ
ち， 2.5x+2. 5ツの線分公式の基礎となっている 70,00l<y<80, 000の制約
条件をもとにして，
80,000~ッ＋Ka-K4••················································· (3.9) 
又 X についても同じ様に，
80, OOO~x+K1-K2••···.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (3. 10) 
尚，ッ及び Xが70,000以下にならないとする制約条件は，計鍔を筒略化
するために省略することにしたい。
更に，前と同じ様に，最高生産極に閲する制約条件の y~90,000, 及び最
低在庫保有量に関する制約条件である 1. 6x-y~50, 000を使用しなければ
ならない。
以上の点を考盛に入れると， L•Pモデルは次の様な式に曹き直すことが
出来る。
1. 6x-y 
ッ
X +K1-K2 
+J.1 
+J.2 
+J.3 
=50, 000 
=90, 000 
=80, 000 
y +氏-K4 +i, =80, 000 
Max 2. Sx+2. 5ッ＋OK1+0.28K叶 0.28K3-0K4 
これらの式をもととして，シンプレクス・クプローを作成するならば，っ
ぎの第 3 • 1表の作成より初められる。計算手順の説明は省略するが，第 3
• 2表，第 3• 3表，第 3 • 4表，第 3• 5表へと順次計算し作成され，第
3 • 5表で一応完成する。しかし，第 3• 5表の Zj-Cj欄では氏の列に
一つの記号が残るが，これを解くとすれば，約をベースから追い出し，又，
K4をベースに入れることになり，前の第 3• 4表の形にもどすことになる。
又この利益函数では K4の係数は 0であり，氏の係数は0.28であるから，
第3• 5表の形が最終のものと思う。この第 3 • 5表によって，
X=87, 500, y=90, 000,氏＝7,500, K4 = -10, 000, 
ZJ-C1=443, 050が得られる。この443,050円は最適決定としての最大貢献差
•(5) 河部守弘著「前掲書」 91頁
原価計算方式とL・Pの関係{2)（末政） 97 (211) 
益である。尚，最大純利益は (3.7)式におけるが如く，固定費300,000を差
引いた143,050円になる。
第 3 • I表
l• 一 り I l 2.5 | 
＇ i I basis 
I  0 I A1 
S X 
0 I.<2 90,000 0 
>:
80,000 1 
80,000 0 
I  iZJ-CJ 0 -2. 5 
第 3 • 2 表
丁三→ ” 9 . s o 5 X y K1 
50,000 1 -l  . 0 
1. 6 口
90,000 0 1- 0 
78,000 0n 1 • 1 
1. 6 1. 6 
80,000 0 1 0 
1. 6 1. 6 ． 
第 3 • 3 表
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s 
140.000 
1. 6 
90,000 
12. ooo I 
1. 6 
. -10,000 
1. 6 
原価計算方式とL・Pの関係図（末政）
第 3 • 4 表
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第 3• 5表
〗三ロニこの純利益 143,050円が正しいかどうかは，損益分岐点公式より導き出さ
れた公式によって確めることとする。実際原価計算の場合の損益分岐点公式
より導き出された公式は
200,000 
P=5：：一“―100,000
(6) ツ
であり，：：＝87,500,y=90, 000とすれば，
200, OOOx 87,500 
P=5x87, 500-
90,000 
=437, 500-194, 444-100, 000 
=143,056 
100,000 
したがって，純利益は 143.056円にたる。計算を簡易化するために， L • 
P計算では割算を小数点以下2位でとどめたため，純利益は 143,050円とな
(6) 拙稿、英文論文(I)-i:16頁参照
原価計算方式と I..I'の関係!2)（末政） 99 (213) 
ったのであり，差額の 6 円はそのための計祁誤差である。尚， L•P計邸で
はシンプレクス・タプロー作成のための手数がかかるが， 求められる y,X 
の数値及びその最大利益が同時に党出されるという特徴は忘れて（まならない。
姐益分岐点邸出公式より追き出された公式では，いうまでもなく． yl文ぴ X
の数俯を与えなければその利益額は多訂出されないのである。
八直接原価~tr>：方式と L·P 計箕
直接原価計符方式を採用している均合には，前に述ぺた如く．利益函数は
公式の Sx-300,000であった。この目的函数式 5x-300,000を前と同じ制
約条件のもとで最大化するための最適決定は図表法並びにシンプレクス法に
よって解くことが出来ることはいうまでもない。
A. 図表による解法
まず，図表法によって解く場合には第 ➔• 1図の如くなる。これは操棠度
必異を繰延項目として処理した船合の第 2• 1図と同じ型の線がIdliかれてい
ることになる。勿論，制約条件式は同じであるから実現可能解領域をくぎる
第 4 • l I~ 
工
5x(hと）泊l{＂ti梨）
5xUII益分岐線）----------・---B 
゜ ＂ 
100 (214) 原価計t):)j式と L・Pの関係12)（末政）
線分は同じことが当然である。しかし，目的函数式の線分が第 4 • I図と沿
2 • 1図と同じ型で画れていることほ注意しなければならない。第 2 • I lt 
の楊合のもとの純利益函数は 3xー100,000 であり，同じ利益函数の線分は
3xにより画かれている。第 4• I 図では純利益函数式より，同定1~300,000を
差iJIいた貢献差益に関する目的函数 5.riこより線が画かれている。
これらは X の係数に相迩が誌！められるけれども， X の数且の変動にのみ従
うので，共に横軸上に平行線として両かれ，又制約条件をもとにした蚊適II
能な点と接する様に画かれたためである。すなわち， この例示では， y=
90,000, x=87, 500のA点と接する横軸上の平行線としての線分として両か
れるためである。
これは図表だけで，純利益又は真献差益の大きさが求められないというこ
とである。第 2 • 1図と第 4 • 1図は同じ型の線が画かれているが，純利益
は相述している。第 2• 1図の場合のもとの純利益函数式は3x-100,000で
あるから，純利益は 162,500円である。しかし，この直接原価計卵方式の場
合の純利益函数式は 5x-300,000であるから，同じ X=87,500としても，
その純利益は 137,500円になるのである。この事実は図表を見る場合に注総
する必要があると思う。
B. シンプレクス法による解法
つぎに，シンプレクス法によって解く場合であるが，前と同じ制約条件の
もとで， Sx-300,000を最大化する場合，もし他の原価計算方式のもとでシ
ンプレクス・タプローが作成されているとすれば，この例示では特にシンプ
レクス・タプローを作り直す必要はない。前に述ぺた如く，目的函数（利益
函数）における一定範囲内の係数の変動は許容されている。例えば， 3xが Sx
に変動しても，第 2• 5表を利用することが出来る。この第 2• 5表の蚊上
位のりの行の係数，最後の Z;一町の行の数字及びりの列の係数を変える
(1) 
だけでよいことになる。したがって，この場合の最後のシンプレクス・タプ
(l) 石田・前田両氏によれば，次の様に述べられている。
『目的函数が変化したとき
一度最適解を得た後に，単位当りの利益が少し違う場合を計算したいことが往々に
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ローは第 4 • 1表として性き改められることになる。
第 4 • I表
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この第4 • 1表によって純利益 137,500円が得られる。これは又損益分岐
(2) 
点公式より導き出された公式により算出された純利益と全く同じである。し
かし，シンプレクス・タプローによると，エの値87,SOOと純利益 137,SOOが
同時に算出される特微は注目すぺきである。
九む す び
利益計画のためにL・P計算を利用する課題について，ジェデイケ教授は
損益分岐点分析の改善方向としてL·Pを取り上げ， L•Pが損益分岐点分
析の拡張 (extension) とされた。この構想は損益分岐点分析をどの様に解釈
するかの問題に関連している。損益分岐点分析を広義に解すれば， C・v̀．
P関係の分析を意図するものであることはビャマン教授の指適にも見られる・
Cl) 
通りである。この C•V•P関係，すなわち，原価・売上高（操業度）•利
して起る。このようなときに，はじめからやり直す必要はない。シンプレックス規
準以外の数字は，条件式にのみ関係することを思い起せば，最終の表から計算を行
なえばよい。しかもシンプレックス規準は内積から最上行の Cjを引けば得られる
から最終表の Cjだけ変えて計算すればよろし1,‘o』
石田武雄，前田治郎共著「改訂やさしいリニアー・プログラミング」ダイヤモンド
社，昭和38年8月， 66~67頁
(2) 拙稿、英文論文(2)"'36頁
(1) Harold Bierman Jr., Managerial Accounting: An Introduction (NewYork: 
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益関係の分析は，売上高ないし操業度の変動に伴って原価がどの様に変動し，
その結果生ずる利益の動きをば，種々の角度から分折することを意図してい
る。この様な C•V·P関係の分折は，一般に，利益計画，原価竹理，その他
意思決定問題に重要視されている。ではこの C•V•PIYJ係と担益分岐点分
析はどの様な関連をもつものであるか。フレムゲン教授によれば，「……より
正確には，損益分岐点分析はC・V・P分析の一特定の様式 (aspecific type) 
(2) 
である。」と述べられている。又クロニィングシールド教授は「担益分岐点分
析はC•V•P関係として一般に述ぺられる広範な主題の一部分 (one part 
(3) 
of broader subject)である。」 と述ぺられている如く，広範な課題をもつC
•V•P 関係の一分析手法として，担益分岐点分析が考えられるぺきである。
したがって，損益分岐点分析のみでは十分なC•V•P分析が出来ないとす
れば，他の分析手法が考えられることになると思われる。
他方，利益計画目的のための分析手法として L•P計邸を用いることは，
或る意味では，上の様なC•V·P関係の一分析手法として考えられる。先
に紹介した如く，モーア及びジェデイケ両教授は， L•P を C•V•P分析
(4) 
の会計方法の拡張として見倣することが出来ると述ぺられていたことによっ
ても明らかである。これは，変動費，固定費，限界利益（又は貢献差益）等
の概念が本質的な要素として， L•Pモデルに使用され，又L·P計算によ
って得られたデータが管理会計的な意味をもつ点に求められる。すなわち，
L•Pモデルのデータが管理会計的な思考にもとずいたものであり，特に，
原価については，原価計算における原価概念及び原価計算方式と結びついた
ものであり，又L•P計算の結果得られる最大利益も会計的に意味のある所
謂会計利益として把握出来るならば，利益計画のためのL•P手法はC·V
. p関係の分析の一手法と考えることが出来る。
Macmillan Co., 1959), p. 366. 
(2) James M. Fremgen, Managerial Cost Analysis (Homewood, Il.,: Richard 
D. Irwin, }966), p. 300. 
(3) Gerald R. Crowningshield, Cost Accounting: 1:'rinciples and Managerial App-
lications (Boston: Houghton Mi田inCo., 1962), p. 415. 
(4) 本稿第三節を参照されたい。
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およそ， C·V·P 関係ないしC•V•P分析の本質的性格について，久
保田教授が「…•;•CVP. relationshipの一連の計算を現代の原価計算に足を踏
みしめて取り上げているので， CVP.relationshipの問題は原価計算の研究課
(5) 
題でないというならば，なにおかいわんやである。」 と述ぺられているが如
<, C • V • P分析ほ原価計算の現代的課題として，その本質が論ぜられる
ペきものであると思う。したがって， L・P計算手法を，現代の原価計算の
課題であり，会計分析としての性質をもつC•V•P関係において取り上げ
る限り，原価•利益等の L·P モデルは原価計算並びに会計学的に妥当なも
のでなければならない。すなわち， L・Pの利益函数及び制約条件が会計学
的に意味あるものであり，又得られた最大利益が会計利益として考えられる
ものでなければならない。その様な意味において，特に原価計算方式と結び
ついた原価及び利益概念がL•P計算に使用されることを目的としたのが本
稿の目的であった。
利益計画のために，現代の原価計算の課題である C•V•P分析の一手法
として， L·P手法を積極的に活用することが望まれる。従来のC•V•P
分析の手法としての損益分岐点分析の短所を補うものとして， L•P の活用
が考えられるぺきである。しかし，損益分岐点分析手法に取り代るべきもの
としてではなく，損益分岐点分析及びL •. p手法のそれぞれの長所並びに短
(6) 
所を十分検討し，それぞれを補完的に利用することが必要であると思う。こ
の点，スペンサー及びシーゲルマン両教授が「損益分岐図は他の予測の技術
(7) 
の補足として用いる時に最大の効用を発揮するとの答が最善である。」 と述
べられていることは注目すべきである。
（付記） L・P計算について御教示を賜った木村滋教授に感謝の意を表します。
(5) 久保田音二郎稿、原価補償の計算理論、産業経理第27巻第6号(1967年6月）20頁
(6) 損益分岐点分析と L・P手法の詳細な比較検討は別稿にゆずる。
(7) Milton H. ・ Spencer & Louis Si~gelman, Managerial Economics: Decision 
Making and Fo匹 ardPlanning. (Howewood, Il.,: Richard D. Irwin, 1959), 
ミルトン •H. スペンサー 経営経済学入門（上）
ルイ・シーゲルマン｝著ー一意思決定と未来計画ー一
農仇塁旦｝訳（東京創元新社，昭和38年4月）， 179頁
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